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公園維持管理に係る指定管理制度の導入（案）について 

 

１ 指定管理者制度導入検討の経緯について 

(1) 公園維持管理の現状と課題 

   市内公園の維持管理は、現在、直営および一部業務委託により実施しているところ

だが、労働市場のひっ迫から直営体制の維持に必要な職員の確保が困難となってお

り、大きな課題である。 

また、業務内容は多岐にわたり、経験や知識の蓄積が不可欠なことから、継続的に

従事可能な人材の確保が急務となっている。 

さらに、主要な委託先である伊達市シルバー人材センターの会員数も減少傾向にあ

り、将来的に現行の請負体制を維持することが困難になる懸念がある。 

 

(2) 指定管理者制度導入に向けた具体的背景 

令和７年に実施した「伊達市立図書館の利活用に関するサウンディング型市場調査｣

において、民間２事業者から「市内公園全体の維持管理」について前向きな提案が得

られた。 

また、道内各市の公園維持管理における指定管理者制度の導入状況は、35市中23市

（約66％）であり、本市においても、公園の維持管理業務に当たり指定管理者制度に

よる民間活力の導入は、安定的な管理体制を構築し、市民サービスの質を維持・向上

させるために有効な手法であると考えられる。 

  

２ 導入の効果について 

(1) 安定的な雇用の創出と人材確保 

指定管理者制度を導入し、公園の維持管理業務を民間に委ねることにより、受託事

業者は中長期的な視点での事業計画が可能となる。 

これにより、事業者の経営安定化と職員採用への投資が促進され、若年層を含む新

たな雇用の創出や技術の継承に貢献することが期待できる。 

 

(2) 地域経済の持続的な活性化 

今後、市の新規の土木事業が減少傾向となることが予想される中で、維持管理業務

を民間事業者に委ねることにより、地域経済の維持・活性化が図られ、ひいては市税

収入の安定確保といった好循環が期待できる。 

 

(3) 市民サービスの向上 

民間事業者が持つ専門的な知見や資源の活用により、管理の質の向上が図られる。 

また、市の直営では難しい柔軟かつ迅速な対応や、民間の創意工夫を生かした公園

利用の提案などにより、市民サービスの向上が期待できる。 
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３ 指定管理の内容について  

(1) 指定管理の委託業務内容 

公園の維持管理全般（草刈り、除雪、使用許可申請の受付及び料金徴収等） 

 

(2) 条例改正により指定管理者による管理を行わせることができる公園 

都市公園（38公園）及び自然公園（４公園）  

〇都市公園法第２条の２に基づき公告した都市公園 

館山公園 たちかぜ児童公園 

西浜児童公園 かぜの子ふれあい公園 

みはらし青少年広場 泉の沢緑地公園 

みはらし児童公園 鹿島青少年広場 

すみれ児童公園 こもれび公園 

さくら児童公園 山の手公園 

みどり児童公園 だて歴史の杜 

山下町児童公園 まれふふれあい公園 

旭町第１児童公園 フロンティア公園 

旭町第２児童公園 大町広場 

元町児童公園 鹿島町広場 

旭町児童公園 網代町広場 

シャミチセ児童公園 錦町広場 

舟見児童公園 まなびの里公園 

柏児童公園 インター公園 

舟岡公園 つばさ公園 

有珠白鳥公園 舟岡わんぱく公園 

末永なかよし公園 はまなすわんぱく公園 

竹原小公園 北電第２公園 

〇伊達市自然公園条例第２条に定める自然公園 

善光寺自然公園 水車・アヤメ川自然公園 

牛舎川公園 長流川大滝散策路 

※ 上記の公園については、条例改正により指定管理者による管理を行わせることが

できる公園であり、この全てを指定管理の対象とするものではない。 

 

４ 導入へ向けたスケジュールについて 

時 期 案 件 

令和７年度 

令和８年１月19日 経営会議 

令和８年１月21日 伊達市議会全員協議会 

令和８年３月 パブリックコメントによる市民意見募集 

令和８年度 令和８年６月 第２回伊達市議会定例会に条例改正議案提出 

 


